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③ 出題科目

④ 出題の意図

公募推薦Ⅰ期

 現代の国語・言語文化（古文・漢文を除く）

問題の一は、外山滋比古の文章「点と丸」から出題。俳句に句読点
をつけないことの意味について論じた文章。設問では、漢字の書き
取り、言葉の意味、慣用表現の空欄補充、対義語の抜き出し、文脈
の把握、文章全体の趣旨などを問うている。問題の二は、橋本治
『人はなぜ「美しい」がわかるのか』から出題。筆者にとって「美
しい」とはどういうことかについて論じた文章。設問では、漢字の
書き取り、言葉の意味、昔話の常識的知識、文脈に即した副詞の選
択、文脈をふまえた空欄補充、文脈をふまえたキーセンテンスの解
釈などを問うている。問題の一・二とも、論説的文章の基本的な読
解力をはかる問題となっている。

①大学(薬･香薬以外)・短大



1徳島文理大学 2026 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 国

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
［
古
文
・
漢
文
を
除
く
］



2徳島文理大学 2026 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 国



3徳島文理大学 2026 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 国



4徳島文理大学 2026 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 国



5徳島文理大学 2026 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 国



6徳島文理大学 2026 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 国



7徳島文理大学 2026 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 国



1徳島文理大学　2026　公募Ⅰ　理・人・保・総・文・短　国

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
（
古
文
・
漢
文
を
除
く
）	

推
薦
Ⅰ
期

一
1　
　

エ

2　
　

自
分
勝
手
な
流
儀
。
自
己
流
の
こ
と
。

3　
　

⑦　

蛇 

⑨　

幕

4　
　

③　

普
及 

⑤　

実
践 

⑥　

主

5　
　

相
手
へ
の
不
信
が
あ
る
か
ら
。

6　
　

野
暮

7　
　

筆
者
は
俳
句
の
句
読
点
に
つ
い
て
、「
耳
の
こ
と
ば
」
と
い
う
特
徴
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
る
。
そ
の
五
七
五
と
い
う
基
本
的
区
切
り
を
重
要
視
す
る
。

つ
ま
り
、
句
読
点
そ
の
も
の
が
「
内
在
し
て
い
る
」
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
別
な
言
葉
に
置
き
換
え
る
の
な
ら
、
筆
者
は
「
目
に
見
え
な
い
句
読
点
が

つ
い
て
い
る
」
と
も
指
摘
し
、
そ
の
こ
と
が
従
来
か
ら
俳
句
に
句
読
点
が
付
か
な
い
こ
と
の
要
因
だ
と
す
る
。
し
か
し
、
俳
句
に
お
け
る
句
読
点
の
意

味
を
考
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
と
く
に
現
在
は
「
印
刷
文
芸
」
に
俳
句
が
な
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
聴
覚
的
な
も
の
を

多
く
持
っ
て
い
る
「
丸
腰
」
の
文
芸
と
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
そ
こ
に
俳
句
の
句
読
点
の
意
味
を
見
出
し
て
い
る
。

二
1　
　

オ

2　
　

②　

錯
覚 

③　

健
在 

⑤　

日
課

3　
　

か
ぐ
や
姫

4　
　

前
ぶ
れ
も
な
く
突
然
に
何
か
が
始
ま
る
こ
と
。

5　
　

自
分
も
大
人
に
な
る
と
い
う
た
め
ら
い
の
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。

6　
　

不
安


